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動脈硬化の危険因子と注目される
酸化LDL測定試薬「MX」(研究用試薬)販売先限定を解除
広く研究機関や企業へ販売開始
協和メデックス（東京都中央区 社長：所 洋）は、血漿中の酸化LDLを測定する研究用試薬　酸化LDL測定試薬「MX」　を本日4月25日より研究機関や企業への販売を開始致します。本キットは、販売先を検査センターに限定し、昨年５月から販売していましたが、この度、販売先の限定を解除させていただきます。
測定試薬は、低比重リポタンパク質（LDL）が酸化されたときに生成する脂質過酸化物（酸化LDL）の主要な構成成分の一つである酸化ホスファチジルコリン（酸化PC）を特異的に認識するモノクローナル抗体DLH3と、パーオキシダーゼ標識抗ヒトアポタンパク質B-100ポリクローナル抗体により、簡便に血漿中酸化LDLを測定するELISA※１キットです。
抗酸化PC抗体DLH3は髙野達哉教授※２、板部洋之教授※３らが、ヒト粥状動脈硬化巣を免疫原として取得したモノクローナル抗体で、LDLのリン脂質が酸化された酸化PCをもつ酸化LDLにのみ反応し、未変性LDLや他の酸化LDL（マロンジアルデヒド（MDA）化LDL、アセチル化LDL）とは反応しないことが確認されています。
これまでに　研究用試薬　酸化LDL測定試薬「MX」　を用いて、動脈硬化性疾患（冠動脈狭窄、冠攣縮性狭心症など）、酸化ストレス関連疾患（拡張型心筋症など）と血漿酸化LDL値との関連が報告されています。また、心イベント発生の予測因子であるとの報告もなされています。
今後、研究用試薬 酸化LDL測定試薬「MX」により、より一層の動脈硬化と酸化LDLの関係解明や酸化ストレス研究が進むものと考えています。
※１ＥＬＩＳＡ

：Enzyme-Linked Immunosorbent Assayの略

酵素標識した抗体もしくは抗原を用いて、目的物質を高感度に測定する免疫測定法。

※２髙野達哉教授

：帝京大学薬学部微生物・病態生化学教室

※３板部洋之教授

：昭和大学薬学部生物化学教室
【記】

　試薬名　　：　酸化ＬＤＬ測定試薬「ＭＸ」
分類　　　：　研究用試薬
仕様　　　：　96回用ELISAキット 

反応時間　 ：  3.5時間
限定解除日： 　平成17年4月25日
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＜本件に関するお問い合わせ先＞


協和メデックス株式会社　管理部


ＴＥＬ 03-6219-7600


ＦＡＸ　03-6219-7614
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＜その他について＞
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